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  防災部会では、今年度重点事業として

「防災対策事業 ハザードマップ作製」に取

り組むことになりました。 

  大浜地区では昨年度実施した住民アン

ケートの結果、生活支援と並び防災活動の

重要度が高く、満足度が低いということがわ

かりました。それから、五島市で配布されて

いるハザードマップには、危険箇所が記載 

されているのですが、それは専門家による知

識や過去のデータなどで作成されており、も

ちろん参考になるのですが、実際に住んで

いる地元住民だからこそわかる危険箇所の

載ったマップも必要なのではないかという

意見があり、大浜独自のハザードマップを

防災部会で作成します。できあがり次第、大

浜区の全世帯に配布する予定です。 
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  7月7日、防災部会では地域に

あったわかりやすいハザードマップ

を作成するため危険箇所確認のま

ち歩きを行いました。参加者は地

域の主要人物（区長・町内会長

他）たちが集結した防災部会員

と、五島市役所地域協働課の職員

や大地の専門家五島市役所ジオ

パーク担当職員の方々でした。      

  この日確認に回った箇所は、大

雨や台風時に土砂災害が想定さ

れる大浜小学校体育館側から小

泊公園近くの高台斜面などを確

認しました。ジオパークの担当者か

ら大浜の大地の成り立ちを教えて

もらい改めて地域の地形や危険な

箇所を確認することができました。 

 まち歩きの後は、公民館で危険

箇所の書き出しや意見交換会が

行われました。マップの作製ととも

に災害時の心得なども必要だとい

う意見もあり、マップの裏面には災

害時の心得なども載せることにな

りました。地域のみなさんの防災意

識を高め、安全安心な生活を送る

ためのマップはもうしばらくお待ち

ください。（配布方法：町内会経由） 
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両足を開く 

まだハザードマップはできておりませんが、いつ起こるかわからない災害に備えて

防災対策を普段から心掛けてみてはいかがでしょうか。  （防災心得参考事例） 

①避難訓練に参加しよう ②非常用持出品の準備 
  

③家庭で避難場所を確認 
  

④ハザードマップを見な 
 がら避難経路を確認 

⑤家具の固定をするなど、 
 安全な場所を確保 
 （地震対策） 

⑥お互いに助け合うため 
 地域の交流を深めよう 

⑦災害情報の収集手段を 
 知っておこう 

⑧応急手当の方法を知ろう 

①自分の身を守る行動を ②正確な情報を収集しよう ③お年寄りなどの避難に 
 協力しよう 

④早めに避難を開始しよう 

⑤ガスの元栓、ブレーカー 
 は切っておこう 

⑥外の天候や道路状況に 
 注意しながら避難しよう 

⑦動きやすい服装で、2人 
 以上で行動しよう 

⑧避難所ではルールを 
 守って気持ちよく 

指定避難所 

◎各町公民館 
◎大浜財産区管理センター 

津波時避難所（方面） 

◎来迎院［お寺］ 
◎ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ翁頭［施設］ 

その他の避難所 

◎在宅２階以上 
◎親戚や友人宅 
◎ホテル 

 

※大浜区の場合 
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夏の集い中止のお知らせ 

  今年も新型コロナウィルス感染予防のため 

８月１６日に開催予定しておりました 

「夏の集い」の中止が決定いたしました。 

大変残念ですが、ご理解のほど 

どうぞよろしくお願いいたします。 

地域振興部会 

  ７月のおおはま食堂は、16日に開催されまし

た。この日の参加者の中には初めて参加された女

性の方や、男性達がいらっしゃいました。今まで参

加することに抵抗のあった男性達でしたが、来て

みるとあらびっくりΣ(･ω･ﾉ)ﾉ！！！300円では食べ

れないお食事や楽しい空間に魅了され、次回はい

つ開催されるのか？とお尋ねしていました。次回も

ぜひ来てくださいね！ そして、今回増田町から３名

の方が、食堂の視察に来られました。隣町の人と

の交流も楽しい時間となりました。 


